
 

東京においても高島平や多摩ニュータウン等の昭和
30 年代～40 年代に入居が始まった団地では、従来の住
宅地よりも一気に進む高齢化への対応が課題となってい
ます。その団地の中で暮らしながら、未来へのまちづ
くりを見据えた事業や活動を展開されているのが「ぐ
るんとびー」の菅原さんです。この事業を始めたきっ
かけは、困っている人がいれば手を貸すのがあたりま
えというデンマークでの暮らしの経験や、東日本大震
災での支援活動を通じて、日常の困りごとを何でも相談
できる場の必要性を感じたことから。 

3LDK（93 ㎡）の居室
を 200 万円かけて改修。
しかし、このように居室
以外の用途に使うことは
様々なハードルがあるた
め難しく、2 年経っても
このような事例は広がっ
ていないとのこと。 

             （前列右が菅原さん） 

現在、利用登録者は29名。スタッフは看護師11名、
理学療法士 3 名、作業療法士 2 名を含む常勤 11 名、非

団地を一つの大きな家族に     
           昨年 10 月から「コミュニティ

カフェとらびっと」の店舗を借り
て毎月 1 回の活動を開始。立ち上
げ時のメンバー4 人に新たに 5 人
のボランティアが加わり、9 人で
運営しています。立ち上げメンバ 

ーの小野幸子さん（写真）にお話を伺いました。 

地域の力を合わせて子どもの育ちを支える 
パウンドケーキやクッキーを差し入れてくれるご近

所さん、体験農園で収穫したお米を届けてくれる人、
チラシを置いたりアイスを差し入れてくれたりと協力
的なお隣のスーパーの店長さんなど、地域の人たちが
様々な形で活動を応援してくれています。 
 品川区の社会福祉協議会も子ども食堂のネットワー
クづくりを始めており、ボランティア募集や提供され
た食品の分配等も始めています。社協のニュースを見

てふたばのボランティアに参加している人もいます。 

子どもの頼れる居場所に！ 
1 年間の活動を通じて平均 28 人の方がここを訪れて

います。しかし、本当に支援が必要な子どもに情報が
届いているのか疑問もあるとのこと。学校にも働きか
けましたが、移動中の事故などを考えると学校ではチ
ラシ等は置けないという残念な対応だったそうです。
しかし、あきらめずに食事の提供を切り口にしなが
ら、地域の中に自分を受け入れてくれる大人や居場所
があることを継続して知らせていくことが大事です。 
訪れた方のアンケートに「赤ちゃんが泣くと上の子

が一人で食べなくてはいけないこともあるので、お相
手していただいて助かった」とあり、経済的に困窮し
ている家庭の子どもの支援に止まらない、広い意味で
の子育て支援の場にもなっています。 

インクルーシブ事業連合事務局 平岡晴子 
 

【【【【インクルーシブ事業連合構成団体】生活クラブ生協・東京/NPO法人アビリティクラブたすけあい（ACT)/ 

社会福祉法人悠遊東京ワーカーズ･コレクティブ協同組合/東京・生活者ネットワーク/東京 CPB（コミュニティパワーバンク）  

認定 NPO 法人市⺠シンクタンクひと･まち社/認定 NPO 法人まちぽっと/環境まちづくり NPO エコメッセ 

   ●●●インクルファンドで助成しました●●● 

           しながわ子ども食堂ふたば（品川区） 

サポーターとは『地域ごとに必要な機能をつくり、市⺠が参加し利⽤するまちづくり型福祉』を推進し、 
豊かな地域社会づくりにつなげるために、インクルーシブ事業連合の運営および助成の財源を寄付で支える、 
個人または団体のことです。 

＜会費＞ 個人 3,600 円/年 団体 10,000 円/年 
※生活クラブ組合員の場合、登録制で 300 円/⽉を共同購⼊代⾦と⼀緒に引き落とすことができます。 

（登録後は、中止のお申し出がない限り継続されます。中止したいときは下記にご連絡ください。） 
★サポーターになるには、下記の登録申込書をファックスまたは郵送していただくか、 

ホームページのお申し込みフォームからご登録ください。URL http://inclusive-gr.com / 
郵送先：〒156-0051 世田谷区宮坂 3-13-13 ３F「生活クラブ・東京」内 インクルーシブ事業連合 
ファックス: 03-5426-5203  電話：03-5426-5207  

ぐるんとびー駒寄（藤沢市） 
日本で初めて UR団地の一室で「訪問」「通い」「宿泊」を組み合わ

せて、自宅での暮らしをサポートする小規模多機能型居宅介護を

2015 年に開設。代表取締役で理学療法士の菅原健介さんにお話を

伺いました。 

サポーター募集中！あなたの１日 10 円で、つながり・支えあう豊かな地域社会をつくろう！  
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お名前  

ご住所 〒 

電話番号  メールアドレス  

 
所属 
 

・生活クラブ生協（組合員コード：          ）・助成を受けた団体（     ） 
・運動グループ（団体名：                 ）会員、メンバー 
・その他（                     ） 

申し込み口数 個人（   ）口 ・・・1 口 3,600 円/年 
団体（   ）口 ・・・1 口 10,000 円/年 

＊ご記入いただい個人情報は、インクルーシブ事業連合のサポーター登録およびお知らせの送付に限り使わせていただきます。 

しながわしながわしながわしながわ子ども食堂ふたば子ども食堂ふたば子ども食堂ふたば子ども食堂ふたば    
日時：毎月第一水曜日日時：毎月第一水曜日日時：毎月第一水曜日日時：毎月第一水曜日    午後５時∼８時午後５時∼８時午後５時∼８時午後５時∼８時    
料金：こども料金：こども料金：こども料金：こども 100100100100 円・おとな円・おとな円・おとな円・おとな 300300300300 円円円円    
場所：コミュニティカフェとらびっと場所：コミュニティカフェとらびっと場所：コミュニティカフェとらびっと場所：コミュニティカフェとらびっと    

（品川区二葉（品川区二葉（品川区二葉（品川区二葉 4444----9999----13131313））））    
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おじいちゃんと一緒に 

就労に困難を抱える人と「ともに働く」事業所指定寄付 
ご協力をよろしくお願いします 
●応援したい事業所を選び、1 口 500 円から何口でも寄付できます。 

生活クラブの組合員は共同購入代金と一緒に引き落しできます。 

●寄付はインクルーシブ事業連合を通じて各事業者に振込まれます。 

●寄付募集の締め切りは 2018 年 1 月 31 日です。 

●問い合わせ：03-5426-5207 担当：平岡・稲宮  

メール：info@inclusive-gr.com  

 

寄付を寄付を寄付を寄付を募募募募集している集している集している集している団体団体団体団体    
① 環境まちづくり NPOエコメッセ 

都内15ヶ所のリユースショップで
ともに働く場を広げていきます。 

② NPO法人こすもす 
カフェ・こすもすでともに働く仲
間を増やします。 

常勤21名の体制で、シングルマザーをはじめ、子育て
中のお母さんも活躍中。また、空室を借りてシェアル
ームにし、利用者 2 名とスタッフが暮らしています。 
好きな事へのつながりを取り戻すことで人は元気に

なる、と菅原さん。生活が不自由になったことで、諦
めていた“好きなこと”を、できるようにサポートす
る。「死んでもいいから好きな事をしたい！人がやり
たいことを止めるのが医療なのか！」と訴える末期が
んの男性がプールで泳ぎたいという願いをかなえるた
めに奔走。思いを実現し、プール仲間に声をかけら
れ、その方の目は輝いていたそうです。要介護 3 の女
性は「宝塚を見に行きたい」と 1 年ほどプール通いを
続け、元気になって歩けるように。40％の方の要介護
度が改善されているそうです。 
 「ぐるんとびー駒寄」には、子どもたちもやって来て
様々な企画も行われています。子どももおとなも高齢
者も障がい者も、互いにそれぞれの弱みと強みを理解
し、助け合い、学び合う。そんな地域の拠点づくり
が、超高齢社会をみんなで乗り切る道につながるので
はないでしょうか。 

インクルーシブ事業連合事務局 平岡晴子 

 



 10/28（土）に「人とまちづくりフォーラム」を第一
部に特別養護老人ホーム「芦花ホーム」医師石飛幸三先
生の「平穏死」の講演、第 2 部に「安心して在宅生活を
おくるための条件とは」をテーマにパネルディスカッシ
ョンの構成で開催しました。当日はあいにくの雨模様で
したが90名の参加がありました。 

石飛先生は40年あまり外科の医師
として働いていました。その頃は手
を尽くしても残念ながら「死」とい
う結果を迎えた時、無念の思いでい
っぱいとなり「自分は負けたのだ
…」という怒りやむなしさを感じて 

いたそうです。その先生が自分の人生の終わりを感じて
きた時に医療の持つ意味を見つめ直す意味を強く感じ、
芦花ホームの常勤医に転身。看取り医療を始めてから、
初めて「死」とは必ずしも敗北の結果ではなく、自然な
死というものは決してマイナスイメージのものではない
ということを肌で感じるようになったそうです。 
 「人は死が近づくと、木が枯れるように、何日か前か
ら潮が引いていくような様子が見られる。あまり食べた
り、飲んだりしたがらなくなり、眠っている時間が多く
なりはじめる。永い眠りにつくために、本能的によけい
な物を整理して、身を軽くしようと準備する。家族から
は不安に思う余り『もっとカロリーを入れないと衰弱し
てしまいます』『もっと水分を補給してください』と言
われることがよくあるが、本当に苦しませたくないのな
ら、本人の身体が受け付ける以上のものを無理やり摂取
させないようにする。そうすると「自然死」を迎えるこ
とができる。」 

                      

市民版地域福祉計画づくり＠中野＆にしたま 
インフォメーションインフォメーションインフォメーションインフォメーション    

 「終末期の高齢者は自然で安らかな死に向かわせて
あげるべき、これからも強く『平穏死』を提言してい
くつもり」という先生の話に共感しました。 
 また「介護する人は心を支える支援を大切にしても
らいたい」とも話され、芦花ホームで実際にあった看
とりの場面と職員との温かい交流のエピソードには、
会場のあちこちで涙ぐむ人の姿が見受けられました。  

                また、第2部は「安心
して在宅生活を送るた
めの条件とは」をテー
マに ACT 初代理事長の
石毛鍈子さんの進行で
利用者家族 2名、訪問 

看看護師、介護福祉士、ケアマネジャーが登壇し、それぞ
れの立場で「在宅での介護」についての話をしていただ
きました。その話の中で、世の中にいろいろな情報があ
る中、その人にとって必要な情報をどのように得ること
ができたかで、その後の「介護」の様子が変わってく
る。また、介護者が一人で抱え込まないように、その人
が「どのように生きたいか」を支援できるチームを利用
者、その家族、及び、医療と介護の他職種のサービス事
業者が連携して「安心して在宅生活を送ることができ
る」環境をつくることが必要という意見で一致しまし
た。 
  今後、今まで以上に「介護についてどこに相談する
か」その糸口を身近に作ることが私たち人とまちづくり
に課せられた課題と言えると今回のフォーラムで強く感
じました。 

NPO・ACT人とまちづくり 副理事長 小宮淳子 

Mex（ミークス）」には官民150の支援内容を掲
載。「親きらい」「死にたい」「妊娠したかも」な
どと検索した場合、このサイトが表示される今日的
なサービスも3keys の特長です。「虐待・孤立など
には、匿名性・専門性の高い、地域を超えた支援が有
効」とのことでした。 
●●●●3333 団体団体団体団体からのからのからのからの支援活動報告支援活動報告支援活動報告支援活動報告                                        
＜＜＜＜NPONPONPONPO 法人法人法人法人アピュイアピュイアピュイアピュイ＞＞＞＞    武内典恵さん（写真左）    
多摩エリアで児童発達支援・放課後等デイサービス、
保護者の会、発達相談、子ども宿題カフェを実施。ど
んな状態の子どもにも学びを保障し、保護者を孤立さ
せないことがモットーです。＊ぐらん助成団体 
＜＜＜＜小平小平小平小平子子子子どもどもどもども食堂食堂食堂食堂まるちゃんカフェまるちゃんカフェまるちゃんカフェまるちゃんカフェ＞＞＞＞岩本博子さん 
カフェ、個人宅、公民館で実施。主任児童委員や学校
関係者との連携で、支援が必要な子どもにつなぐと同
時に、一緒に食べることで声をかけ合える関係性が
生まれることを期待しています。 
＜＜＜＜NPONPONPONPO法人法人法人法人ワーカーズワーカーズワーカーズワーカーズ風風風風ぐるまぐるまぐるまぐるま＞＞＞＞織田由美子さん（右） 
国分寺市の育児支援家庭訪問、ひとり親家庭ホームへ
ルプサービス事業を受託。宿題ひろばもスタート。
「こころの貧困・孤立」にならないよう、ひとり親
に寄り添う支援を 
行っています。 
 

インクルーシブ事業 

連合事務局 稲宮須美 

 

 

悠悠悠悠遊遊遊遊によるによるによるによる区有地活用区有地活用区有地活用区有地活用をきっかけにをきっかけにをきっかけにをきっかけに    
～～～～中野地域協議会中野地域協議会中野地域協議会中野地域協議会        

中野では「市民版地域福祉計画」策定に向け、9
月から活動を始めています。まず、市民による計画
づくりのプロセスを確認。日常的に実施しているひ
とこと提案などをベースに、10月には「地域包括ケ
ア」について中野区にヒアリングも行いました。 
計画づくりのきっかけとなったのは、中野区江古

田の区有地活用の運営事業者に社会福祉法人悠遊が
選定されたこと。小規模多機能型居宅介護や認知症
グループホームに加え、24 時間 365 日の訪問看
護・介護に、東京の運動グループとして初めて中野
区で参入、2019年 2月に開設予定です。 
地域協議会では長期方針に基づき、さらに市民の

ニーズに沿ったサービスを実現すべく討議を重ね、
来年秋の計画策定をめざしています。 
 

●3keysとは、きっかけ・きずな・きぼう 
子育て支援委員会恒例の子育て支

援フォーラムは、初めて「草の根市
民基金・ぐらん」との共催で開催。
53名の参加がありました。今年も
「子どもの貧困」をテーマとし、ぐ
らんの助成により、いち早く学習支
援などに取り組んできた認定ＮＰＯ 

法人3keys（スリーキーズ）代表理事・森山誉恵さん
を講師にお迎えしました。 
当時大学生だった森山さんは所期の目的に沿い、虐

待や貧困などで頼れる大人が少ない子どもたちへの
①学習支援事業②子どもの権利保障推進事業（相談・
総合支援）③啓発活動事業に取組まれています。 
虐待の発生数は15年間で年 10万件以上増え、16

年度は12万件を超えましたが、保護される数は横ば
い。経済的・精神的・社会的など、貧困の要素が2つ
以上重なることで起きやすく、保護された子どもた
ちは、衣食住と安全は確保されますが、勉強の遅れ
を取り戻すほどのサポートまでは望めません。しか
し、自立に向けて最も求められるのが学力。そこ
で、東京・横浜の約20施設と連携し、年間150人ほ
どを個別指導。自己肯定感や学習意欲の向上につなが
っています。そのためのボランティア研修も実施
し、リタイアした男性も活躍していますが「実はト
ラブルはこの世代との間で起きる。怒って終わって
しまうから」と苦笑い。 
月に約1万人の中高生が利用する「オンライン相談

子育て支援フォーラム すべての子どもたちが社会全体から愛され育つ社会へ 
 

2017201720172017 年度年度年度年度ＡＣＴＡＣＴＡＣＴＡＣＴ市⺠後⾒⼈養成市⺠後⾒⼈養成市⺠後⾒⼈養成市⺠後⾒⼈養成    基基基基礎礎礎礎講座講座講座講座    
日時：2018年 3月 3日（土）①10：00～12：00 ②13：00～15：00 

3 月 17日（土）③10：00～12：00 ④13：00～15：00 
① 成年後見制度の概要・基礎 ②対象者への理解と対応 
③ 後見申し立てから後見等開始までの流れ ④後見人の職務・実務 

受講料：１講座3,000円  全講座受講者＝9,000円（ACT会員6,000円） 
会 場：ＡＣＴ会議室 中野区本町1-13-18大新NSビル2F 
主催主催主催主催・・・・問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先：：：：    NPONPONPONPO法人法人法人法人アビリティクラブたすけあいアビリティクラブたすけあいアビリティクラブたすけあいアビリティクラブたすけあい    電話：03-5302-0393 http://npoact.org/ 

 

 

在宅介護在宅介護在宅介護在宅介護をををを考考考考えるえるえるえる集集集集いいいい    NPONPONPONPO 法人法人法人法人 ACTACTACTACT 人人人人とまちづくりフォーラムとまちづくりフォーラムとまちづくりフォーラムとまちづくりフォーラム 2017201720172017 
 

昨年の訓練の様子 

第第第第 2222 回地域防災訓練回地域防災訓練回地域防災訓練回地域防災訓練 inininin 悠遊悠遊悠遊悠遊    

日時：2018年 3月 4日（日）10：00～12：30 
悠遊安心支援システムの一環として、防災力を強化し、地域の安心・ 
安全に貢献することを目的に訓練を行います。参加希望者は下記までご連絡ください。 
主催主催主催主催・・・・問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先：：：：社会福祉法人悠遊  
西東京市泉町 3-15-28 電話：042-424-8106(代表) FAX：042-425-2662 

 

 

 

私私私私たちがたちがたちがたちが描描描描くくくく、、、、まちのまちのまちのまちの未来図未来図未来図未来図    
～～～～にしたまにしたまにしたまにしたま（福生、羽村、瑞穂）地域協議会地域協議会地域協議会地域協議会    
私たちが住みつづけたい、暮らしやすい社会を思

い描き、私たちの住むにしたまが「こんなまちだ
ったらいいな～」、「こんなふうになれば暮らし
やすいのに…」と、まちで活動するコミュニティ
リーダーやまちの福祉に関わっている方が集まっ
て、まちの未来図を自由に出し合って思いを共有
し、まずははじめの一歩を踏み出しました。 

 

 

◎判断力が低下しても、その

人らしく暮らすお手伝いをす

るのが市民後見人です。 

市民後見人に必要な知識を

身につけましょう。 

 


